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情報交換会には、各委員会から何名か出席いただき、原子力土木委員会からも中村

委員長にご出席いただいた。

情報交換会では、各委員会の取り組みや連携案をご紹介いただいた上で、お互いの

疑問点や考えを確認する時間を設け、ディスカッションを実施した。結果として、

以下のような意見やコメントがあった（一部抜粋）。

► すでに地震工学委員会と原子力土木委員会が連携して取り組んでいる「液状

化に関するテ ー マ」のようにすでに連携しているテーマと今後委員会間で連

携できそうなテーマを一度整理し、第V111分野で共有した上で、これらを外部に

情報発信することが活動のアピ ー ルになるのではないか。

► スモ ー ルスタ ートを意識して、まずは連携を意識したキー ワ ー ド（リスクなど）

を整理し、それらをテ ー マにシンポジウムやセミナ ー を共催、WG設置などの

委員会間の情報共有の場を作ってみては。

► 今回の拡大連絡会のような場が定期的にあると、 委員間で様々なアイデアの

交換や共有ができ、 第V111分野の活動が活性化されるのでは。

4. 第VIII分野連携の今後について

12 月末に通常の連絡会を開催予定。 ここで、 来年 3 月に開催予定の第 2 回キック

オフシンポジウムの具体的な開催方法や内容について議論する予定。

► 開催においては手段が目的化することなく、 日的を明確化した上で開催する。

► 現在想定している目的：

令 改めて各委員会についてご紹介いただくことで、 委員会間の理解を深め

るとともに、外部の方々からも活動について認識いただく。 その上で、現

在の第VIl1分野連携と今後の連携をどのように考えているのかを紹介する

ことで、 連携活動が前進していることを広く認知いただく。

令 内容案①：各委員会の位置付けや目的、 取り組み内容を改めて紹介。

令 内容案②：第Vl11分野の連携として、現状どのような連携ができていて、今

後どのような連携をしていくつもりかを紹介。

【参考】

① 2024/10/1 の第VIl1分野 拡大連絡会の議事録
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